
総  務  文  教  調  査  会 
 

平成 30 年 11 月 7 日（水） 

10 時 00 分～   時  分  

全員協議会室  

（委 員）野藤委員長、小川副委員長 

      沖田委員、西川委員、永見委員、佐々木委員、道下委員、西田委員 

（議 長・委員外議員） 

（総務文教委員会 所管管理職） 
〔総  務  部〕砂川総務部長、山根総務課長、馬場安全安心推進課長 
〔地域政策部〕岡田地域政策部長、邉まちづくり推進課長 
〔財務部〕   宮崎財務部長、土谷資産税課長 
〔金城支所〕  吉永支所長 
〔旭 支 所〕  塚田支所長 
〔弥栄支所〕  河上支所長 
〔三隅支所〕  斎藤支所長 
〔教育委員会〕石本教育長、佐々木教育部長、外浦文化振興課長 
〔消防本部〕  佐々木消防長 

（事務局） 篠原書記 

 
議  題  

1 執行部報告事項  

（ 1）浜田警察署殿町職員宿舎の取得について  

（ 2）「平成 30 年度市民憲章推進大会」及び「しまね映画塾 2018in 浜田

作品発表上映会」の開催について  

（ 3）敬老福祉乗車券制度（案）について  

（ 4）井野地区公共交通空白地有償運送の車庫整備について  

（ 5）基準地価調査の結果等について  

（ 6）平成 30 年度  浜田開府 400 年記念プレ講演・座談会（第 4 弾）に

ついて  

（ 7）その他  

2 その他  

 

 



浜田警察署殿町職員宿舎の取得について  1 取得する財産 (1) 財産の名称 浜田警察署殿町職員宿舎（土地及び建物） (2) 土地 〔所在地〕 浜田市殿町 22 番 1   〔面積〕 1,138.49 ㎡ (3) 建物 ア 宿舎（2 棟） 〔戸数〕  12 戸（1 棟につき 6 戸）  〔延床面積〕775.84 ㎡ 〔構造〕  鉄筋コンクリート造 陸屋根、3 階建（※耐震強度は基準値以上） 〔間取り等〕１戸当たり 間取り 3Ｋ（台所／約 6 畳、和室／6 畳 1 室、4.5 畳 2 室） 床面積 116 ㎡ 〔建築年月〕昭和 55 年 4 月  イ 附帯施設等 ポンプ室（1）、物置（2）、自転車置場（2）、その他工作物（一式）             2 活用方法 医療従事者の人材確保を目的に、浜田医療センターの職員や浜田准看護学校（浜田市医師会が運営）の学生の宿舎として活用し、平成 31年 4月から両者に 1棟ずつ貸付ける。  3 今後の予定 平成 30 年 11 月 島根県と売買契約（仮契約）      12 月 浜田市議会で議案上程（議決後は本契約となる） 平成 31 年  3 月 浜田市が財産を取得 4 月 浜田市が両者に無償貸付（貸付期間は平成 39 年度までの予定） 

平 成 3 0 年 1 1 月 7 日 総 務 文 教 調 査 会 資 料 総 務 部  安 全 安 心 推 進 課 



 

「平成 30 年度浜田市市民憲章推進大会」及び 

「しまね映画塾 2018in 浜田 作品発表上映会」の開催について 

 

「平成 30 年度浜田市市民憲章推進大会」を次のとおり開催し、市民憲章の理念

に基づく地域活動などに顕著な功績のあった 12 名（個人 10 名、2 団体）を表彰

します。 

また、浜田市を舞台に撮影合宿が行われた「しまね映画塾 2018in 浜田」の作品

発表上映会が同会場（石央文化ホール）の大ホールにて開催されますので、市民

憲章推進大会参加者の皆さんには、引き続きご参加いただき、映画をご覧いただ

く予定です。 

 

1 市民憲章推進大会 

1 日時 
平成 30 年 11 月 25 日（日）  

午後 1 時～午後 1 時 30 分（予定） 

2 会場 石央文化ホール 2 階 小ホールＡＢ 

3 内容 

市民憲章表彰式 

被表彰者 12 名（個人 10 名、2 団体） 

※裏面参照 

 

2 しまね映画塾 2018in 浜田作品発表上映会 

1 日時 
平成 30 年 11 月 25 日（日）  

午後 1 時 45 分～午後 5 時 30 分（予定） 

2 会場 石央文化ホール 大ホール 

3 内容 

浜田市で撮影された短編映画作品（7 作品）の上映 

映画監督の錦織良成氏（塾長）らによる講評 

※別紙チラシ参照 

 

（裏面あり）  

平 成 3 0 年 1 1 月 7 日 
総 務 文 教 調 査 会 資 料 
地域政策部まちづくり推進課 



平成 30 年度浜田市市民憲章表彰者 

【個人】                       （敬称略、順不同） 

 氏 名 表 彰 事 由 住所 

1 青葉
あ お ば

 護
まもる

 

市木地区の書道教室の講師として、小中学生、保護者、

地区一般を対象に指導を行われるなど、明るく豊かな

まちづくりに大きく寄与した。 

旭町 

市木 

2 岩
いわ

﨑
さき

 敏
さとし

 

小学生を対象とした米作り体験や読み聞かせ等の学

校支援活動に尽力され、明るく豊かなまちづくりに大

きく寄与した。 

金城町 

今福 

3 吉川
きっかわ

 純司
じゅんじ

 

浜田陸上競技協会審判員として多くの大会に出席す

るなどし、地域スポーツを通じて子どもたちの健全育

成に大きく寄与した。 
原町 

4 桑本
くわもと

 詠子
え い こ

 

浜田陸上競技の普及・発展に努めるとともに、女子部

員の組織拡充にも尽力され、地域スポーツを通じて子

どもたちの健全育成に大きく寄与した。 

三隅町 

三隅 

5 斎藤
さいとう

 晴子
は る こ

 

観光ボランティアとして畳ヶ浦や浜田城跡等のガイ

ドを行うとともに、松阪市友好の会の発展に尽力さ

れ、明るく豊かなまちづくりに大きく寄与した。 
上府町 

6 酒井
さ か い

 清美
き よ み

 

石州和紙の原材料となる楮を子どもたちと一緒に栽

培するなど、地域の伝統芸能の承継に尽力され、明る

く豊かなまちづくりに大きく寄与した。 

三隅町 

井野 

7 中島
なかしま

ユリコ
ゆ り こ

 

雲城公民館における「俳句に親しむ会」を主宰し、地

域の文化の発展に尽力され、明るく豊かなまちづくり

に大きく寄与した。 

金城町 

下来原 

8 野村
の む ら

キヌエ
き ぬ え

 

弥栄の特産品の一つである「クマザサ茶」の開発、製

造販売を始めるなど、地域の食文化の発展に尽力され

ており、明るく豊かなまちづくりに大きく寄与した。 

弥栄町 

栃木 

9 藤沢
ふじさわ

 守
まもる

 

棚田の維持保全に尽力されており、後進の育成にも力

を注がれ、明るく豊かなまちづくりに大きく寄与し

た。 

旭町 

都川 

10 山崎
やまさき

 誠
まこと

 

周布地区体育協会の一員として尽力されており、周布

地区の発展に努め、明るく豊かなまちづくりに大きく

寄与した。 
日脚町 

 

【団体】 

 団 体 名 表 彰 事 由 所在地 

1 河内
こ う ち

神祇
じ ん ぎ

太鼓
だ い こ

同好会
どうこうかい

 

郷土芸能である河内神祇太鼓を上演し、地域コミュ

ニティをつなぐ活動に尽力されており、明るく豊か

なまちづくりに大きく寄与した。 

三隅町 

河内 

2 浜田
は ま だ

マリンライオンズクラブ 

青少年健全育成資金を獲得するために様々な行事

を開催し、会員の社会奉仕などにより明るく豊かな

まちづくりに大きく寄与した。 
相生町 

 

〔合計 12 名〕 （個人 10 名、団体 2 団体） 







 

 

 

敬老福祉乗車券制度(案)について 

 

平成 30 年度末をもって現在の敬老乗車券制度が終了することに伴い、現行制度を

高齢者だけでなく、障がい者へも対象を拡大し、福祉施策の視点を取り入れた新たな

制度へと再構築し、より多くの交通弱者が外出する際に利用できる、使い易い乗車券

制度として見直しを図る。 

 

 旧制度（～平成 30年度） 新制度（平成 31 年度～） 

高齢者支援 

(まちづくり推進課) 

対象者  

・70歳以上の市民 

内 容 

・1 冊 3,000 円分の乗車券を 1 人  

10冊まで半額で販売。（浜田駅から

半径 8km を超える地域の居住者は

＋2冊） 

・免許返納者に 5冊(15,000円分)を

無料交付。(1回限り) 

予算額 

・81,029千円（ふるさと応援基金） 

対象者  

・70歳以上の市民 

内 容  

・1 冊 3,000 円分の乗車券を 1 人  

10冊まで半額で販売。（浜田駅から

半径 8km を超える地域の居住者は

＋5冊） 

・免許返納者に 5冊(15,000円分)を

無料交付。(1回限り) 

予算額 

・85,707千円（ふるさと応援基金） 

障がい者支援 

（地域福祉課） 

対象者  

・手帳所持者（身体障害者 1,2級、

療育Ａ、精神障害者保健福祉） 

内 容  

・バス又はタクシー券を 1 人 13,500

円分まで無料交付。 

但し、人工透析療法を受ける必要

がある者で、通院距離が 2km以上

の場合には距離に応じ上乗せ交付

（最大 120,000円分/年）。 

予算額 

・11,920千円（一般財源） 

対象者  

・手帳所持者（身体障害者 1,2級、

療育Ａ、精神障害者保健福祉） 

内 容  

・1 冊 3,000 円分の乗車券を 1 人  

5 冊（15,000 円分）まで無料交付。 

但し、人工透析療法を受ける必要

がある者で、通院距離が 2km以上

の場合には距離に応じ上乗せ交付

（最大 120,000円分/年）。 

予算額 

・13,096千円（ふるさと応援基金） 

予算計 92,949千円 98,803千円 

平 成 3 0 年 1 1 月 7 日 
総 務 文 教 調 査 会 資 料 
地域政策部まちづくり推進課 
健 康 福 祉 部 地 域 福 祉 課 



 

 

井野地区公共交通空白地有償運送の車庫整備について 

 

1 概要 

 平成 30 年 4 月から運行を開始した「井野地区公共交通空白地有償運送」に使用

している車両（市から 2 台無償貸与）の車庫を整備するため、運行主体である「ま

ちづくり推進委員会 INO」に対して補助金を交付する。 

 

2 経緯 

 「まちづくり推進委員会 INO」から車両の維持保全と冬季の積雪対応のために車

庫が必要との要望があり、関係者（地元・県・市）で協議をした結果、近年の豪雪・

異常気象を考慮すると安全面等から一定の耐久性がある車庫施設の整備が早急に

必要との結論に至った。 

島根県から「地域生活交通再構築実証事業」（補助率：2/3）の活用が可能との情

報提供もあり、同補助金を活用して整備する。（ただし、事業期間が 2 年間となっ

ており、昨年度の車両購入と一体的な事業として申請が必要なため、今年度の事業

実施が条件となる。） 

  

3 事業概要 

⑴ 整備主体   まちづくり推進委員会 INO 

⑵ 事業費見込  3,780,000 円 

※県補助金（補助率：2/3）を活用するため、市の実質負担

としては、1,200 千円程度となる。 

⑶ 整備場所   井野公民館敷地内（浜田市三隅町井野ヘ 1816-2） 

⑷ 規格等 

・既製ガレージ 3 棟タイプ 

・積雪対応  

・シャッター付き 

 

 

4 予算対応 

三隅支所の予備費（5,000 千円）から所要額を充用して対応する。 

（理由）積雪等による運行や車両本体への影響を考慮すると、冬季までに車庫整

備が必要であり、早急に補助金交付手続きを進める必要があるため 

平 成 3 0 年 1 1 月 7 日 
総 務 文 教 調 査 会 資 料 
地域政策部まちづくり推進課 

 



 

 

 

 

 

 

１ 地価の動向 

国土交通省は、※基準地価調査（平成30年7月1日現在）の結果を9月19日に公表しま

した。 

全国的には、全用途平均が平成3年以来27年ぶりに上昇に転じました。三大都市圏

（東京・大阪・名古屋）では商業地(+4.2％)、住宅地(+0.7％)ともに上昇基調を強め

ています。地方圏においては、地方中核四市（札幌市・仙台市・広島市・福岡市）で

は全ての用途で三大都市圏を上回る上昇（商業地+9.2％、住宅地+3.9％）を示してお

り、その他の地域においては全ての用途で下落幅が縮小傾向を継続しています。 

島根県内では、1年間の平均変動率は、商業地▲1.6％、住宅地▲1.5％で、それぞれ

20年連続、16年連続の下落となっていますが、下落幅は縮小傾向を継続しています。 

浜田市内では、1年間の平均変動率は、商業地▲1.2％、住宅地▲1.2％で、下落が継

続しているものの、商業地、住宅地で各１地点が横ばいを示し、下落幅は縮小傾向を

継続しています。 

 

 

 

 

 

 

 

２ 浜田市内の基準地価の状況（抜粋） 

区分 所在地 
基準地価 

変動率 
平成29年 平成30年 

商
業
地 

殿町84-3 71,000円 70,000円 ▲1.4％ 

朝日町38外 48,400円 48,400円 ±0.0％ 

金城町下来原1541-1 14,500円 14,200円 ▲2.1％ 

旭町今市602-10 11,200円 11,000円 ▲1.8％ 

三隅町三隅1311-1外 33,000円 32,800円 ▲0.6％ 

平  均 ▲1.2％ 

住
宅
地 

殿町23-11 51,300円 51,300円 ±0.0％ 

金城町七条ハ568-56 15,600円 15,300円 ▲1.9％ 

旭町今市550-1 9,000円 8,900円 ▲1.1％ 

弥栄町長安本郷555-3 3,550円 3,500円 ▲1.4％ 

三隅町三隅1417-10 23,900円 23,600円 ▲1.3％ 

平  均 ▲1.2％ 

【裏面へ続く】 

基準地価調査の結果等について （資産税課） 

※ 「基準地価調査」とは 

都道府県知事が毎年７月１日における標準価格を判定するもので、土地取

引規制に際しての価格審査や、地方公共団体等による買収価格の算定の規準

となることにより、適正な地価の形成を図ることを目的としています。 

調査地点数：全国21,644地点・島根県273地点・浜田市21地点 

 

平成 3 0 年 1 1 月 7 日 
総務文教調査会資料 
財 務 部  資 産 税 課 



 

３ 固定資産税評価額の状況（見込み） 

  固定資産税評価（土地）は、評価替え基準日（平成29年1月1日現在）における価格を基

に3年間の評価額を決定することとなっています。 

浜田市では、適正な価格による固定資産税賦課のために、評価替え基準日の鑑定価格

に加え、地価公示（毎年1月1日基準日）や基準地価調査（毎年7月1日基準日）による毎年の

地価下落に係る影響を考慮して、評価額に反映させています（下落修正）。 

  このたび、平成29年7月1日から平成30年7月1日までの1年間の地価下落を基に平成31

年度の価格を下記のとおり試算しました。 

 

○地価下落による固定資産税 標準宅地の主な変動状況と経年推移（見込み） 

区

分 
地 域 

固定資産税価格（円/㎡） ※下段 ( )は対前年比 
今回  

下落率  平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 
平成３１年度 

（見込み） 

商 

業 

地 

浜田駅前周辺 

(ﾜｼﾝﾄﾝﾎﾃﾙ付近) 
73,930 
(▲5.4％ ) 

71,710 
(▲3.0％ ) 

69,910 
(▲2.5％ ) 

69,230 
(▲1.0％ ) 

68,320 ▲1.3％ 

殿町周辺 

(186号線沿線) 
50,650 
(▲4.6％ ) 

49,130 
(▲3.0％ ) 

47,850 
(▲2.6％ ) 

46,770 
(▲2.3％ ) 

46,110 ▲1.4％ 

黒川町周辺 

(プリル付近) 
44,490 
(▲3.5％ ) 

43,820 
(▲1.5％ ) 

42,770 
(▲2.4％ ) 

42,000 
(▲1.8％ ) 

41,450 ▲1.3％ 

片庭町周辺 

(浜田合庁付近) 
37,150 
(▲4.9％ ) 

36,220 
(▲2.5％ ) 

35,310 
(▲2.5％ ) 

34,710 
(▲1.7％ ) 

34,290 ▲1.2％ 

住 

宅 
地 

相生町周辺 

(国交省付近) 
35,860 
(▲3.9％ ) 

35,320 
(▲1.5％ ) 

34,960 
(▲1.0％ ) 

34,650 
(▲0.9％ ) 

34,650 ±0.0％ 

長沢町周辺 

(二反田団地内) 
25,290 
(▲2.1％ ) 

25,010 
(▲1.1％ ) 

24,810 
(▲0.8％ ) 

24,810 
(▲0.0％ ) 

24,660 ▲0.6％ 

熱田町周辺 

(石原団地内) 
21,500 
(▲3.7％ ) 

21,000 
(▲2.3％ ) 

20,640 
(▲1.7％ ) 

20,160 
(▲2.3％ ) 

20,160 ±0.0％ 

周布町周辺 

(周布公民館付近) 
18,550 
(▲2.0％ ) 

18,360 
(▲1.0％ ) 

18,010 
(▲1.9％ ) 

17,780 
(▲1.3％ ) 

17,490 ▲1.6％ 

 

４ 土地の課税状況の推移（概要調書より）          【単位】金額：千円 

筆数 決定価格 課税標準額 筆数 決定価格 課税標準額 筆数 決定価格 課税標準額

平成21年度 217,034 128,412,195 43,565,967 10,949 47,975,285 30,061,221 227,983 176,387,480 73,627,188

平成26年度 212,052 111,759,558 39,613,671 10,976 40,436,898 25,989,939 223,028 152,196,456 65,603,610

平成27年度 210,804 107,645,039 38,519,742 10,934 38,795,941 24,917,372 221,738 146,440,980 63,437,114

平成28年度 209,680 106,339,543 38,051,084 11,084 38,313,522 24,593,428 220,764 144,653,065 62,644,512

平成29年度 207,313 105,821,242 37,947,549 11,427 38,120,335 24,480,665 218,740 143,941,577 62,428,214

平成30年度 205,942 103,152,476 36,960,454 11,557 37,643,030 24,116,113 217,499 140,795,506 61,076,567

年度

個人 法人 計

 
※税率は1.5％ 



                                                           

 

 

 

 

 

時代を超えて明日につなぐ 400年に想う未来‐新たな浜田の物語 

浜田開府 400年記念プレ講演・座談会 第 4弾 

 

日 時 11月 17日（土）13時 30分～16時 30分 

会 場 島根県立大学浜田キャンパス コンベンションホール 

 

テーマ 浜田のまちづくり・人づくり 

内 容 これまで開催した 3 回のプレイベントでは浜田藩の成立から、地域間交流、

浜田の湊の役割などについて考えてきましたが、今回は城下町浜田のまちづ

くり、教育のあり方などについて掘り起こし、浜田市の基礎が浜田開府から

形成されてきたことを明らかにする講演と座談会を開催します。 

   

第 1部 基調講演 13：30～14：25 

「城下町浜田の要－浜田城を探る－」 

堀田浩之氏 [兵庫県立歴史博物館館長補佐] 

基調報告 14：25～14：45  

「浜田のまちと教育」 

久保田章市 浜田市長  

 

第 2部 座談会 14：55～16：30   

パネラー  堀田浩之氏  [兵庫県立歴史博物館館長補佐] 

岩町 功氏  [石見郷土研究懇話会会長] 

  隅田正三氏  [浜田市文化財審議会委員長] 

コーディネーター 

            久保田章市 浜田市長 

 

※  申込み不要 参加料 無料  

平成 30年度 浜田開府 400年記念プレ講演・座談会≪第 4弾≫について 

平成 30 年 11 月 7 日 

総務文教調査会資料 

教 育 委 員 会 文 化 振 興 課 




